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本邦附;庄の地殻内部に於ける

起震歪力に就て

本多弘吉，正務章

¥内容:-1.緒 言

2.昭和 2年-14年本邦主要地震の分布

広昭和 2年-14年本邦主要地震の護震機構の研究

a.深護地震及び精深護地震 b.極E建設地震

4.本邦附近地殻内部の起震歪力とゼオイド及び火山帯等との闘係

a.本邦附沼地殻内部の起震歪力 b.ぜオイド及び火山帯等主の鞠係

5.結語

1.緒 --・日

地震波動の験測結果に基き地震の強震機構を調査すると震源、附近の地殻に働

いてその地震を惹き起したと考へられる所謂起震歪力を推定するととが出来

るO 而して或る地域内に起った多数の地震に就℃起震歪力の方向を調べると相

互の聞に密接な関係があり，一般に地震は個々濁立友原因で起るものでは，た

しかなりの康範圏に亙る何かある大規模な歪力の現れとしで起るものである

と考へられる O 斯様在地殻内部に於ける起震歪力の欣態を明かにする事に就て

は銃に多くの研究がたされて沿わ筆者の一人も数共に亙れ

く1) 例へば須田;“節線の位置と護震力の方向，附地震新分類"海と空 5. 80-'-88~ 
福富;“ SomeStaもisもicalProblem.s concerning Initial Ear出quakeMoもion."

震研棄報. 11.く1933).510-529. 

水上;“Disもdbuも，iondes mouvemen加 initfaux'd'un .seisme dont le foyer 

seもrouvedans lacouche superficielie et determinaもion de l' epasseur 

de.ceもぬ couche."震研業報. 13.く1935).114-129. 
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(1) 本州中央部の地殻上層には略主西北西一東南東向きの水平屋力が働い

てゐる。

(2) 本邦附近地殻深慮に於ける起震歪力の底力最大の方向は日本海北部で

、は北西一南東，本州、l中央部では西一束，八支島南西沖で、は西南西一東北東に向

き， じかも昼力最大の方向は水平では主主く何れも東側カ=ら西側に向いて下って

ゐるO

事なEを示したふ

その後後震機構に闘する研究が進歩するに従って更に詳細た事が宇.Ijる様にな

り9 ・従来得られた結果にも多少の訂玉を要するものもあり，叉その上多数の研

究資料が蓄積されるに至った。そとで今岡出来るだけ多くの資料に基いて本邦

附近地殻内部の起震歪力に関する綜合的研究を試みるとと Lした。先づ昭和 2

年から同 14年に至る 13年聞に本邦及びその附近に起った主要た地震全部の

震源、の分布を調査する。ヨえに之等地震のうち稜震機構が明瞭に推定されるもの

に就て起震歪力の分布を明かにし，その結果をゼオイドの形及び火山帯の走向

等と比較して本邦附近の起震歪力の欣態及び地殻構造の究明等に資しゃうとす

るものである。

2. 昭和 2年--14年本邦主要地震の分布

昭和2年から同日年に至る 13年聞に本邦及び、その附近に起った地震を気

象要覧により規模別及び年別に分類して第1表に示す。此庭に額著地震とある

のは有感直域の宇径が大韓 300粁以上，箱、怒著地震は 200粁以上 300粁未満，

小直域地震は 100粁以上 200粁未満，局を菱地震は 100粁未満のもので，無感

地震のうちには若干の遠地地震も含まれてゐる。之等極めて多数の地震のうち

今同は特に顕著地震及び柏、額著地震に就て調査を進める。

記述の便宜上震源の深さが 250粁以上の地震を深護地震と呼ぴ， 100粁以上

乃至 250粁未満のものを箱、深護地震， 100粁未満のものを浅護地震と呼ぶとと

(1)本多 Geophys.Mag. 5. 325--326. 

くわ本多;“ Onthe Mechanism of Deep Earthquakes and the Stress in出eDeep 

Layer of凶eEarth Crusも."Geophys. Mag. 8. (1934). 179-is5. 

く184) 



集 1表昭和2年-14年本邦及びその附近地震同数表

〈気象要覧に主るう

昭和
穎

震著 精地額著震 小地直域震 局
震護 l' ~震有合感 計地 無震感合計地 車患 計

地 地

2年 13 51 138 1868 2069 3958 6027 

3 7 22 114 1307 1450 3081 4531 

4 12 -、 20 60 1349 1443 3203 4646 

5 20 31 97 5626 5774 6198 11972 
ー

6 27 25 97 1592 1740 6561 8301 

7 22 22 64 1137 1245 5249 6494 

8 50 40 91 1330 1511 6911 8422 

9 10 12 57 1229 1，308 5006 6314 

10 17 23 75 1469 1584 5842 7426 

11 13 12 48 1364 1437 5210 6647 

12 15 21 50 1309 1395 6441 7836 

13 31 36 95 1906 2068 8705 、10773

14 12 17 60 1180 1269 6814 8083 

合 計 249 332 1046 22666 24293 73179 97472 

とする。取扱った地震のうち深設地震は 53同，粕深護地震は 30同，浅設地

震は 498同で、あった。

震源の深さに閲しては気象要覧，中央気象墓地震年報及び諸氏の調査是主を

参照し，叉筆者等が新しく求めたものもあるo 深護地震及び柏、深夜地震の震央

位置・震源の深さ等は夫々第 3表及び第4表に示す。浅護地震に闘する表は官会

り大部どなるので此庭には省略する。深護地震及び柏深護地震に就て震源、の深

さに霊まする地震同教の頻度を見ると第 2表に示す様に震源の深さが 300粁乃

至 400粁の還に著しい極大が認められる。

(1) 宮本;“Onthe ScS "，Vaves of Deep-focus Earも.hquakesobsetved near. the 
~þicenter andもheir Applicaもio:ru'l."Geophys. Mag. 8. 77-101. 

本多;前出.184頁の (2)
利達;“Onthe Activiもy of Deep-focus Ear'(jhquakes inもheJapan Islands 

and Neighbourhood." Geophys: Mag. 8. 305--325. 
B. Guもenberg& C.F. Richもer;“Depもhand Geographical Disも，ribution:of 

Deep-focus Earthquakes." Bull. Geol.Soc. Amer. 49. (1937)".249-288.、

50.く1939).1511--1528. 
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集 1園 深護地震及び精深護地震の震央分布圃 lQ9;深護地震， X;精深護地震〉
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紫 2表深護地震及び柏、深護

地震の震源の深さ別の同数表

@ 

震cH
源の

t粁深)
さ

深精護地

震

100三Hく150 20 

150~Hく200 5-

200三Hく250 5 

250三Hく300 9 
深 300S::Hく350 16 

設 350三Hく400 17 

地 400三Hく450、 5 

震
450三Hく500 3 

500三Hく550 3 

深設地震の震央を③で表はL-，柏

は×と Lて地園上に記入すると第1固の如く

完左主る O 深夜地震の殆ど全部は日本海北部から

宗谷海峡附近を過ぎてオホーツグ海に延びる

西南西一東北東に連る地帯(宗谷深護地震

帯〉と，浦竪附近から本州中央部を横断して

.父島西方沖に連る地帯(横断深護地震帯又は

主深夜地震帯)とに起ってjなれその他には

九州南部に僅か 2同起ってゐるだけであるO

く186) 
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柏深護地震の大部分は千島南部から北海道・東北地方の西部。中部地方及び関

東地方の西部を経て関東地方の南方沖に連る地帯に起っており，宗谷深養地震

帯及び横断深護地震帯よりも太平洋側に偏ってゐるo叉その他九州、iから南西諸

島に連る地帯にも柏深後地震が5同程起つでゐる。

浅護地震は第2固に示す様に北海道の南東沖から東北地方及び関東地方の東

方沖にかけて極めて多数起れ之等の地域は柏j架設地震帯よりも更に太平洋側

に位置してゐる。

く187) 
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斯様在地震分布に関しては就に和達博品1ら有名友研究があれ最近では B.

Gutenb吋及び c.F. Richter長込句研究があるが，何れも大勢に於ゼは互

に全く一致してゐる。

3.昭和 2年--14年本邦主要地震の授震機構の研究

昭和 2年から同 14年に至る 13...年閣に本邦及びその附近に起った地震のう

ち気象要覧に額著地震叉は積額著地震としてあるものに就てを菱震機構の統計的

調査を試みるo 是迄の調査によりを芝震機構が既に明かにされてゐるものは出来

る/だけ之を参考とし，その他筆者等が新しく調査したものも加へ，機構がか友

り明瞭に判明したものをとるとと Lずる。ヨたに深裂地震・柏、深夜地震及び浅費

地震の順に途弐調査を進めゃう。

a. 深護地震及び梢深授地震，

深護地震の褒震機構としては震源を原動とする球座標を η 0，cpとするとき，

r=α 在る小さ友球面上で

F r = Fsin20coscp • eipt (Fは常数〉・・・ .....0......・・・・(1)

で表される牛径の方向に向〈力 (radialforce)が働くと考へる。円。， ψ 一方

向の愛位を夫々 'Ur，Uo， UqJ とすると震源から射出される

P波の振幅の分布は 叫 =21pjLsin29coS9D 
r， 

t旬。=21S1eos20eos伊
r 

S波の振幅の分布は{

(均=-2Islcosθsincp
r 

-・・(2)

によって表される。之に地殻の不均質に基く地震波線の轡曲及び地表面に於け

る皮射の影響等を考慮に入れると，賞測された深夜地震の P波及び S波の振動

方向及び、振幅は定性的には勿論定量的にもよく説明されるととは玩に多くの地

くわ和達;前出 18'5頁の (1)

(2) B. Guもenberg& C. F. Rich句r;前田.185頁.;) (1) 

く188) 



震に就て詮明された所である。

(1)式で表される深夜地震の後震機構を具鰻的に云ひ表すム震源・を中心と

する小さた球面を震源を過る互に宣角友こつの平面によって四部分に分っと

き，相封するこつの部分では震源の方に向く力印ち謂は ~H霊力が働き，他の相封

する二部分では震源とは逆に向く力即ち謂はY張力が働くとしてよい。張力の
37T・ム

大いさはぐ0=ZF?=O)ー(8= U~. ，伊オ〉の方向に於で最大であり，犀力

の大いさは (6-??FFO〉ー(O-z，?=τ)の方向に於て最太である。使
4 

宜上之等屋力及び張力の最大の方向を夫々主底力及び主張力の方向と名づける

とと与するO 震源、が極めて浅い地震で‘は屡々地表に断層が現れ著しい地殻の愛

形が認められるが，深護地震に於ても断層の様なものが起るとすると之はP波

の節商である前記二つの千百の何れかの面内に起る筈である。叉起震歪力とし

て主屋力及び主張力を考へる代りに之と同等な妓呆を及ぼす勇断歪力を以てな

き代へるととも出来る。第3園 (c)の二組の勇断歪力のうち何れか一方を奥へ

ると他の一組は自ら定まる諜である。

深護地震の護震機構

主
同
聴
力

{bJ 

策 3国

主
眠
昨
刀

(a ¥ 

主
張
刀

多くの地震に就て互に比較する便宜上から震源、に於ける設震機構を表す球を

鉛直上方から見下した圏を用ゐるとと Lし第4園の様に示すとと Lする。同園

に於て鍔線を施しであるのは張力の働く部分で白く残，しであるのは墨力の働く

例へば本多;“OnもheAmp1itude of the P and the S Waves of Deep Ear-
thquakes." Geophys. Mag. 8. 153--164. 

本多;“同上 (ThirdPaperγ'岡、1.1..299--305. 

く189)
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資~ 4園設震機構を

表す模園の例

(鉛直上方から見た園〉

部分である。矢印の方向は主墜カの方向を示し，その.

長さは主犀力の水平成分の大いさに比例し， '叉その先

2高は主星雲力の球面上に於ける謂はど着力黙を示す。

P波及び S波等の賓測結果から稜震機構が明かにさ

'れF・震源、に於ける機構を表示球面の軸の傾きが決定さ

れると之から主墨力の方向が容易に求められるo とL

K撰んだ 53同の深稜地震のうち褒震機構が既に明か

にされてゐるものがかなり多数ある。個々の地震の稜

震機構K関する主要友文献を第3表の絡に掲げる。定

量的計算が未だ行はれてゐ友いものに就ては筆者等が

新しく計算を行ったL斯様にして護震機構が確かに推定されp 主屋力の方向の

判明したものが合計 24同ある。第3表の最後の行に主墨力の方向を示す。括

弧内の数字は鉛直上方からの傾きである。例へば S70 0vVぐ45 0)~N700E(1350
) 

とあるのは震源I'C.於ける主犀力の方向が震源、を通り， S700'W -N70oE に向く

鉛直面内にあり，且つ S700vVの側が鉛直上方から 45。傾き従って N700E

の側は鉛直上方から 1350 だけ傾いてゐるととを意味する O

設震機構の判明した 24同の深設地震に就き，地表に於ける P波初動の疎波

及び密波の分布， P波節線及び震源に於ける稜震機構を表す模圏を第5固に示

-す。

柏深設地震に就ても従来の研究の結果によると後震機構は深護地震と全く同

様に考へるととが出来る。今岡は 30同の柏深護地震のうち 8同の地震の設震

機構を明かにするととが出来た。之等地震の P波初動分布園及び機構を示す模

園を第6園に掲げる。

さて斯様にして明かにされた個々の地震の稜震機構を相互に比較する震に震

源に於ける機構を示す模闘を地園上に大龍夫々の地震の震央位置に記入しゃ

う。但し精深設地震に関する園は園の直径を稲小さくして深護地震と直別す

るO

第 7固 (a)は本邦北宇都に於げる深護地震及び柏深護地震の護震機構の分布

を示すものーであるO 日本海北部から梓太東方に亙る地域の地下 300--500粁程

( 190) 
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(29) 1933 nr 12. H;500 km‘ 

焦 3表深護地震

く47)1936 XII 1. H; 270 km. 

く震源の深さ 250粁以上〉

番披 護 震 時 東経 ，ヰb 緯 震の深源さ 主座力の方向

19年27 月I 1日5 23時 32分
D 

36o .2 4粁20 ( )内の数を字示は鉛直上方よ1 134.5 
りの傾き ず

2 1927 VI 18. 11 "27 138.5 33.6 300 

3 1927 VIlI 21 07 13 138.4 33.6 300 

4 1927 I[ 13 00 30 138.0 34.0 300 

5 1927 X!I' 19 0ι50 132.8 41.3 350 

6 1928 nr 29 14 07 138.2 31.8 410 

7， 1928 VIlI 28 02 59 139.0 32.5 300 

8 1929 nr 17 21 15 147.0 47.7 260 

9 1929 VI 3 06 39 137¥.2 34.3 320 日820E(5的-N820'W(1220)! 

10 1930 nr 6 12 32 139.5 28.7 250 

11 1930 I[ 29 13 53 130.6 31.6 260 

12 1931 II 20 14 34 135.7 44.5 350 S 550 E (600
)-N 550W(I200

) 

13 1931 nr 1 23 23 143.7 46.0 250 

14 1931 rv 21 09 03、 134.2 38.5 350 S600E(900)-N600、iV(900)

15 1931 VI 30 01 43 136.5 34.2 360 N840E(8JO)-S 840、iV(990)
16 1932 II 3 ]6、35' 140.1 29.0 400 

17 1932 rv 5 0壬 17 139.1 30.5 410 N850E(470
)-S 850W(1330

) 

18 1932 rv 28 12 43 136.8 34.0 320 N450E(450
)-S450W(135つ

19 1932 Y 5 13 11 135.3 34.6 360 N550E(450
)-S550W(1350

) 

20 1932 四 25 17 25 135.9 35.2 360 S 450W(380
)-'-N 450E(1420

) 

く195) 
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番披 設 震 時 東経 北緯 震の深源さ 主壁カの方向
/ 

21 19年32 月四 2日7 09時 30 分 139。.0 D 

3粁00 N500E(450)ー S'500W(1350) 31.2 
¥l 

22 1932 ，lX 23 23 23 139、O 44.7 330 S500E(70口)-N500W(nOO
) 

23 1932 X 2 00 09 140.5 29.5 420 
24 1932 X 14 21 37 138.8 31.6 300 
25 1932 X 26， 02 03 145.0 46.5 360 
26 1932 :xr' 13 13 48 137.3 43.6 320 S 550E(45")-N 550W(135。
27 1932 :xrr 5 09 20 137.0 33.7 350 N900E(650)-S 900W(1150) 

28 1933 n 9 12. 57 138.8 31.7 300 
29 1933 III 12 04 33 140.5. 26.5 500 S600W(150)ー N600E(1650)

30 1933 V 24 13 36 145.6 46.7 450 
31 1933 V 29， 08 40 138.0 32.4 300 
32 1933 lX 3 0142 139.4 30.3 380 N250E(340)-S 250W(l460) 

33 1933 lX 6 23 05 137.8 34.4 250 
34 1933 lX '2012 57 136.6 34.1 330 S 750E(550)-N750W(1250) 

35 1933 :xr 19 10 34 139.0 32.6 2110 

36 W33':xrr" 5' 04 34 144.3 46.4 350 S 780E(6~)-N780W(1180) 

37 1934 lV' 20 01 14 139.5 30.0 350 
38 1935 lV 15 20 15 137.1 36.2 280 S 58~W(450)-N580E(1350) 

39 . 1935Y P1171p 134.2 38.6 450 S 740E(570)-N74CW(1230) 

40 1935 四 26 17 04 147.5 '47.7 360 

41 1935 X 15 23 35 135.4 37.7 280 N800E(45'行-S 8QoW(1350) 

42 、1935 :xrr. 14 21 49 145.0 22.0 360 

43 1936 1IT 1 19 23 148.0 47.0 360 

44 1936 1i 26 01 52 137.9 32.5 320 S 770E(46")-N770W(l340) 

45 1936 X. 20 04 56 135.8 36.5 350 
46 . 1936 X 26 18 34 136.3 34.5 340 N4ぴE(450)-S400W(135勺

47 1936 :xrr 1 15 10. 129.0 30.7 27.0 N 530W(520)-S 530E(128") 

48 1937 1 5 20 10 139.6 28.0 500 

49 1937 lV 30 05 20 ι137.3 、45.7 370 S 470E(760)-N 470W(1040) 

50 1937 V 29 04 57 142.5 24.0 450 

'51 1937 vn 21 09 08 144.3 45.4 360 

52 1938 m 18 11 09 147.1 46.2 320 

53 1939 lV 21 13 30 140.2 47.6 530 S 430 E(280) -N 430W(1520) 
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議震機構に闘ずる主要文献

(9) 鷺坂;験時.6.15-42..本多;G.M. 8." 153-164. 

(12) 和達・石川1;G.M. 7. 291-30q. (α15め〉森田;験時雪 9.2幻31-25日1. . 
.(α17の〉本多;G

くα19の〉本多;G.M. 8.327-332. ー (20) 竹花;験時ー 9.261-264.

(26) 本多;G.M. 8. 1654177. (36) 杵島;験時.9. 171-199. . 

(39) 竹花;験時.9. 253-264. (46) 門脇・高橋・和田;験時.10. 7~--85. 

(47) 本多・波佐谷;験時..10.8-24~ 併の伊藤;験時..11. 28-':40 ¥ 

(53') 、本多・伊藤;験時.11. 1~27 

集 4表粕深護地震 〈震源の深さ 100粁以上 250粁未満〉

番披 設 震 時 東経 北緯 震の深源さ 主盛力の方向

1 19年~7 月VlI日13 06時 08分
D 

146.0 4D 3.5 1粁00 

ぷ。 1927 ]1. 11 04 48 137.8 36.2 190 8'700W(450)-N.700E(135つ
3 1927 XlI 10 11 44 139.0 38.0 130 N900E(900)-890吋再T(90つ
4 1927 .X[ 31 14 50 139.2 36.1 120 

5 192Q 1 13 09 05 154.8 49.7 120 

6 1929・王 6 04 01 146.0 44.2 150 

7 1929 X 10 04 45 131.1 32.9 120 

8 1930 y. 24 01 38 139.6 34.2 120 

9 1930 四 23 04 26 147.8 43.7 120 

10 1930 XlII 30 . 05 . 02 146.5 44.2 150 

11 1931 1 6 12 23 142.8 42.4 100 N25CW(4bO)~8250E(1350) 

12 1931 1 9 10 46 140.6 39.8 130 N75CW(900)-'875CE(9o.0) 

13 1931 官、 2 11 38 137.5 36.0 240 N73CW(700)-8730E(1100) 

14 1931 ]1 12 22 10 139.4 34.8 100 

15 1932 n 19 22 25 '140.3 32.9 150 

16 1932 ']X 2 2157 145.0 24.0 240 

17 1932 ]1 18 05 11 130A・ 31.1 100 8 80oW¥45")-N800E(135勺

18 1932 XlI 27 06 15 125.5 26.0 160 

19 1933 nr， 19 00' 51 140.0 32.2 120 

20 1934 n 1 09 16 139.3 35.3 100 

21 1934 X' 30 02 23 140.3 41.3 140 

22 1935 X 2 18 28 130.7 31.0 120 8 70CW( 450) .-N 700 E (1350) 

23 .1936 ]1 13 05 05 148・0 45.0 240 

24 1937 l' 23 17 50 131.6 33.3 100 
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番競 議 J 震時 東経 北緯 震の深，源さ
主底力白方向 7

0

)

25 -19年37、月"VI日9 03時 :oi分 150D .0 4o 56 '24粁0 

N700E(730
)-S 700W(10 26 . 1938 n. 7 ，23 '43 139.2 36.3・ 100 

27 1938 V町 17 10 '46 147.6 43.7 100 

28 I 1938 X' 18 00 '27 140.0 '444 号。。
29 1938 :xr 13" 22 14 149.4 44'.7 100 

30 1939':xrr 16 19， '47 147.2 43.7 120 

設震機構に闘する主要文献

(l~) 岡;G.M. 6. 213-221. く13) 棚橋;海と空.11. 277--288. 

く2~O 中央気象墓地震掛;験時.10. 248-265. 

、第 6園 柏、深稜地震(芙の 1)

11 

(11) 1931 1 6.' H:; 100 km (12) 1931 1 9. H; 130 kni 

:〆

@ 

/2 

26 3 

く3)， 1927 XII 10. H; 130 km く26) 1938 n 7. 'H; 100 km 
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i 

柏深護地震(芙の 2)

~¥ 

2 

くわ 1927 .xr 11. H; 190 km く13) 1931荘 2. H;'240km 

(22) 1935 X 2. H: 120 km く17)'1932 x[ 18. H; 100 km 

度の深慮では主星雲力は大鐘北西一南東に向き， しかも一般に北西側が下方に{噴

き南東側は上方に傾いてゐる。日本海中部の能登宇島北西沖θ280~450 粁程

、度の深慮では主底力の方向は平均として柏、主西一束に近く，東側が上方に傾ふ

てゐるO 北海道甫部の 100粁程度の深さでは北西一南東に向き，本州北西部

の 100~130 粁の深さでは西一束に向き夫々深設地震の主墨力の方向と同じ傾

向を示してゐる。

本州中央部(第 7 園 b) の中部地方の 200~400 粁の深庭では主底力の向き

は西一束に近く，近畿地方で、は南西ーゴじ東に向いてゐる。熊野灘附近の 300~

350粁の深慮では大鰻西ー一束で何れも一様に東側が土方に傾いてゐる。

八丈島南西沖から矢島西方沖に連る地帯(第 7 園 c) の 300~500 粁程度の

，(199) 



第 7闘 深護地震及び精深護地震の設震機構分布闘 (a)本邦北宇部

136 

4ι 

44' 

N 

4? 

10 

38 

ノ18

(200 ) 



責主ア園 (b) 木州中央 部

深慮では主墨力は大館西一東乃至南西一北東に向いてゐる.特に八丈島南西沖

のものは何れも熊野灘沖のと同様に東側が上方に傾いてゐるO

九加l南方沖(第7園のでは屋久島西北西沖の震源、の深さ 270粁の地震では

，主星雲力は北西-南東に向き，鹿児島豚南部の 100粁前後の深さでは西南西一束

北東に向いてゐる。

各地方に於て夫々の地震の主底力の方向には互に密接な関係のあるととが認

められた。更に本邦附近の全地域に亙り，稜震機構の判明した深護地震及び稿、

深護地震のすべてに就て主底力の水平成分の方向を地園上に記入すると(第 8

園)，それ等の聞には全く驚くべき程密接友関係が存在する。卸ち日本海北部で

は地下 100--500粁程度の深慮に於て主堅力の水平成分は北西一南東に向き，

日本海中部及び本州北部では略主西←東，中部地方及び近畿地方では西南西←

東北東乃至南西一北東に向き，熊野灘から八丈島南西沖に連る地帯では再び西

一束から弐第に南西一北東に向いてゐるとと左どの関係が賓によく判る。起震

(201 ) 



第 7園 (c)八丈島南西沖より父島西方沖

に連る地帯

32 

30ト」

28 

26 

136 

地震に比べて初動の験測が困難な震

に機構の判明し難いものが非常に多

い。よって此庭では取敢へや震源の

深さが極めて浅く，精々十数粁以内

で俵に極浅護地震とでも呼ばれるべ

きものであり F しかも特に大規模で

気象要覧及び理科年表により多少の

災害を伴った程度以上の地震 39同

を撰び出した。三えに之等の地震の調

査を行ひ，地殻の極上層に於ける起

震歪力の欣態を明かにしゃう。

32 

30 

歪力の分布及び、その意

味する所に就ては第 4

節に於て更に詳しく迷

べる O

b. 極漠授地震

昭和 2年から同 14

年に至る聞に起った顕

著地震及び給額著地震.

のうち震源の深さが

100粁未満で本文に於

て浅稜地震と呼ばれて

ゐるものが 498同あ

る。之等の総てに就て

強震機構を調査すると

とは望ましいが非常左

手数を要するばかりで

なく，浅設地震はj架設

策 7圃 (d)九州南方沖

極浅護地震ではよく知られてゐるやうに地表に於て観測されるP波初動分布

く202)
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策 8園 深護地震及び精深護地震の震源に於ける

主底力の水平成分の方向

.soo兎fn.

F 

¥/ ¥怜九一 ρ〆
¥0/¥¥σ)¥ベ!'f.

k\ ' ;J 、~~

/: 
(賀線の矢印は深護地震，票占線の矢印は柏、深護地震〉

〆う

は，震央を過る互に直角完工二直線によって全地域を四象限に分っとき，相劃す

るこ象限では疎波で他の二象限では密波であるととが多い。之は震源に於ては

P波の疎波の部分には水平屋力が働き，密波の部分には水干張力が働いたとし

(203 ) 



第 9園 極浅護地震〈芙の 1)

o 
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く39) 1939 Y 1. 

くり 1927 1II 7. 

p 

16 
く16) 1932:xI 26. 

く15) 1931 x[ 4. 

7.1， 

く7) 1930・X 17， 
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極 浅 議

(18) 1933 1x 21. 

(26) 1936 II 21. 

ヘj
J伊

5 

(5) 1930 J[ 22. 

t也 震 (其の 2)

(20) 1934四r18. 

(32) 1938 1 12. 

く8) 1930 x[ 26. 
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極 浅 す長

、
弘
司
@
一

E

13 

29 
(2'9) 1936-XII 27. 

4 
く4) 1929V2p 

土1ft
五時

民 (其のめ

(23) 1935、四 11.

/θ r. 

(10) 1930 XII 21. 

14 
く14)-1931 x[ 2. 
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極浅護地震(其，の.~)

/ 

22 

て説明される。相隣る二つめ P波の節

線、の中間の方位で，最大屋力の働く方

向を主墨力の方向と名づけるとと Lす

る。

上に撰んだ 39同の地震のうち 19

同の地震の設震機構を推定するととが

出来た。第9固に之等地震の各々の P

波初動の疎波及び密波の分布， P波節

線及び、主塵力並びに主張力の方向を示
(22). 1935 W 21. 

す。夫々の地震の主墜力の方向は第 5

表の最後の行に掲げてあるO 屡主大規模友地震が稜生し且つ地震同数も最も多

い東北地方の東方海底の地震に就ては従来から問題とたってゐる所であるが，

此の地方の地震の機構を推定するのは困難であるので本文に於いては保留する

とと Lした。本邦の陸地の極上層に起る地震に関しては今同取扱った材料によ

ーり充分大勢を窺ふととが出来るものと考代られる。

各地震の主堅力の方向を地国上に夫々の震央位置に記入すると第 10固を得

る。深夜地震や柏、深護地震の場合程明瞭ではあく，若干の例外もあるが，全館

としての概略の傾向を見ると，主星雲力の方向は北海道及び本州北部では略主西

ー東，本ナ1'1中央部の中部地方北西部から近畿地方に亙る地域では北から順に西

北西一東南東，西一束，西南西→東北東と規則j正しく向き，伊豆地方では北西

一南東， 日向灘では西南西一東北東に向いてゐる。即ち若干の例外はあるが本

邦内陸の地殻上層に働く主墨力の方向は極めて概略的に見ると西-東に近く向

いてゐるものが多いと云へる。

地殻上層に於ける主堅力の方向を深護地震及び柏深護地震の調査から求めら

れた地殻深慮に於ける主歴力水平成分の方向と比較すると九州南部で、は爾者は

よく一致するO 本州、!の北西部でも和主一致する。本州中央部では幾分同じ傾向

。〉例へば本多;“ Ontbe Initial Moもionand tbe Types of the Seismograms of 
the North Idu andもheIto E紅 白quakes."Geopbys. Mag. 4. 
く1931). 185~213. 

本多;“ Ontbe Mecbanism and the Types of位18Seisniogtams of Shal10w 
Earもbquakes."GeoPllYs. Mag. 5.く19X2).69-88. 

(207 )， 



Cコ

〆

集 10園・極浸護地震の震源に於ける水平主塵力の方向

。

グ
も、

J 
O 

制

o 

J 
f 

fσ 
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ι訪恥

も認められる。北海道では大分喰遣ってゐるo此の様な喰違ひは地殻上層の歪

力の朕態が極めて局所的の事情に影響されるととが多いのに基くものかも知れ

泣い。

極浅護地震と柏、深設地震との中聞の深さの歪力の朕態に就ては本研究では燭

れ友かったが之は次の機舎に譲るとと Lする。
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策 5表極浅護地震

. 

番披 護 震 時 東経 北緯 地震名又は震央地名 主座力の方向

1 19年27 月][日7 1時8 2分8 135D .1 35D .7 北丹後烈震 N 750W -8'750E 

2 1927Vl1I 6 06-14 141.6 37.7 阿武隅川河口沖

3 1927 vnr 25 03 09 四0.5 23.1 蓋湾一下淡水渓

4~ 1929 V 22 01 35 131.8 31.8 日向灘 N700E-8700W 

5 1930 ][. 22 17 50 139.1 35.0 伊豆一伊東沖 N50。もv-8500E 

6 1930 司 1 02 58 140.4 36.4 茨城勝、那珂川下流域

7 1930 X 17 06 36 136.3 36.3 石川牒大聖寺附近 N70oW-8700E 

8 1930 耳 26 04 03 139.0 35.1 北伊豆烈震 N380W -8380E 

9 1930 XII 8 17 01 120.5 23.4 墓漕一官丈渓中流域

10 1930 XII 21 21 14 132.9 34.8 虞-島勝、三次附近 E-W 、

11 1931 II 17 03 48 142.6 42.3 浦河附近
、

12 1931 ][ 9 12 49 141.9 40.6 方青森沖j際馬淵川河口東

13 1931 IK 21 11 '20 139.3 36.0 西埼玉強震 :N 600E -860vW 

14 1931 :xr 2 19 03 132.1 32.4 日向灘 N600E-860明1(?)

15 1931 :xr 4 01 20 141.7 39.5 岩手県系小園附近 N-8 

16 1932 :xr 26 13 24 142.3 42.4 北海道一新附近冠川河口 N700E-S70oW. 

17 1933 ][ 3 02 31 144.7 39.1 三陸沖強震

18 1933 IK 21 12 14 136.97 37.07 能登強震 N50つW-850oE

19 1934 "宜 11-'17 18 121.8 24.7 蓋湾一宜蘭附近

20 1934 vnr 18 11 38 137.03 35.72 岐阜豚八幡附近 N85UW -， 8 850E 

21 1935 II 10 04 19 121.8 24.7 墓湾一宜蘭附近

22 1935 FV 21.07 02 120.82 24.35 蓋湾一新州竹烈震・蓋中南 E-W 

23 1935 vn 11 17 24 138.44 34.98 静岡強震 N250E-8250W 

24 1935 羽 17 01 19 120.9 24.6 新竹州獅漂庄附近

25 1935 IK 4 10 37 121.6 22.4 蓋東一南東沖

26 ;1.936 -'J[ 21 10 08 135.67 34:52 河内..*-和強震 N700E -8700W(?) 

27 1936烹DJ22 15 51 121.2 22.1 蓋東一南方沖，

く209)



番披 設 EβF 元 時 東経 北緯 地震名又は震央地名 主座力の方向、

28 19年36 月E 日'3 (>)時5 4分6 142~0 
。

ノ

38.4 宮披}孫金華山沖

29 1936 xrr 27 09 14 139.17 34.42 伊豆一新島沖 N250羽T-S250E 

30 1937 V1I， 27 Q4 56 141.97 88.23 宮城廓金華山東方沖
日

31 1937 :xrr 8 i7 32 121.5 22.9 蓋東一北東沖

32 1938 1 12 00 12 135.17 33.72 和歌山鯨国連湾沖 N350W -S 350E 

33 1938 V 23 16 ]8 141.45 36.70 福島j際盤屋崎東南東
沖

34 1938 Y 29 01 42 1併 .3 生3.6 北海道屈斜路湖附近 E-W 

35 1038 lX 7 13 03 121.7 23.9 花蓮港附近

36 1938 x[ 5 17 43 141.65 37.10 福島j際東方沖

37 1938 :xrr 7 08 01 121.5 22.9 墓東一北東沖. 
38 1939][ 20 12 22 131.8 32.4 日向灘北部

39 1939 V 1 14 58 139.82 39.95 秋田牒男鹿半島 N80CW-S800E 

設震機構に闘する主要文献

く1) 国富;G.M. 2.6弓-89. く4) 隼田;験時.3.，339-365. 

く5) 本多 G.M.， 4.185-21:3. ( 8 )本多 G.M.~. 185--213. 

く13) 本多;G.M. 5. 69--88. (18) 中央気象蓋地震掛;験時.7.3P3-397.

(20) 本多目浦;験時・ 8.123--128. (22) 本多6三浦;験時.10. 61-64. 

(23)。中央気象墓地震掛;!験時.9.65-70.(26) 竹花・森田;験時.~， 91--104. 

く29) 三浦;験時.10. 6p.-7~. く32)中央気象墓地震掛;験時.10. 266 -276. 

4.本邦附近地殻内部の起震歪力とゼオイド及び

火山帯等との関係

a. 本邦附近地殻内部の起震歪力

第 2節に於て得られた地震の震源の分布に基き深護地震帯y 粕深護地震帯及

び浅護地震の頻稜直域を夫々模式的に同一地園上に記入すると第 11園の如く

在る。嘗て和蓬↑事長IL指摘されたやうに浦堕附近から東北東に走る線と同じ

く浦盤附近から南々東に走る線とにより略主直角をなして境される地域の縁遠

(1)和達;前出.185頁のくn

く210) 
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部では震源、の深さが極めて・深しかなり内側に入った千島南部，北海道及び本

州、i北宇都等では柏主浅く友り，更に内部に入った本邦北東部の太平洋岸では震

源の浅いものが多い。

深護地震及び柏、j架設地震の護震機構から推定される地下 100粁乃至 400粁或

は5.00粁程度の次庭に於ける起震歪力主墨力水平成分の方向は日本海北部では

大韓北西ー南東，日本海中部では西一束，本ナ1'1*央部では西南西一東北東乃至

南西一北東，熊野灘附近では西一束，八丈島南西沖から父島西方沖に蓮る地帯

で、は西南西一東北東に向き，九州南部で、は西一束に近く向いてゐる。之等主墨

力水平成分の概略の方向を模式的に第 11園に記入すると之等の方向は極めて

規則正しい関係を示しF 夫々深護地震替及び枯

てゐるととが認められるo

，深護地震帯及び柏深護地震帯に大鰻直角になる様に北方から/1民弐に a-b，c-

cl， e-f，'・・~(第 11 園〉等の方向の鉛直断面園を作ると第 12 固に示す様な結果

を得る。同圏中の賞線の矢印は夫々の震源に於ける主墨力及び、主張力の方向で，

貼線の矢印はそれ等の地震を惹き起したと綜合的に考へられる一つの努断歪力

の推定方向である。日本海北部から北海道を横断する北西一南東の鉛直断面、

(a-b)，日本海中部から東北地方を横断する西北西一東南東の断面 (c-d)及び、本

州中央部を西一束に横断する断面 (e-f)等に於て何れも深護地震帯の北西側縁

蓬部から太平洋岸の浅裂地震頻議直域に向って震源が浅くなってゐるととがよ

く判る。叉綜合的に之等の地震を惹き起したと考へられるァつの推定勇-断歪力

の方向は夫々の断面に於て大鰭同じ傾向を示してゐる O 八丈島西南西沖の西南

西一東北東'の断面 (g-h)では勇断歪力の一つは殆ど鉛直に近く東側が下方に向

l き，西側が上方に向くやうな力を示してゐるO とLに園示しではないが第 7園

(b)によって明か友通り熊野灘の西一束の断面では八丈島南西沖と殆E同様で、

ある0・九州南部の西南西一東北凍の断面 (iァj)では西側カ冶ら東側に向って震源

が浅くなり F 勇断歪力の一つは西側が下方に向き東側が上方に向いてゐる。

とLに得られた結果を綜合すると第 11固に示したj架設地震帯の外縁部の地

下 300粁乃至 400粁或は 500粁程度の深慮からF それによって圏まれた地

域の内部に向って水平と 300 乃至 400 の角度を在す面内に於て多くの地震が

く ~12 ) 
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起ってゐる。而して此の地震の頻設する面を境としてその上側の地塊は斜内

側に押上らうとい干側の部分は科外側に下らうとするやうな傾向の勇断歪力

が働いてゐるとも考へられる。深護地震に於ても極浅護地震と同様に断層面が

考へられるとすると之は第 12固に震源、を中心とする×印で表した方向の何れ

かとなるべきであるが，之等の方向は上の地震頻護面の方向とは必す=しも一致

してゐ左いのに注意を要する。しかしこのととは地表に現れた断層に於ても断

層全鰻としての走向と個々の場所に於ける地盤の喰達ひの方向とが必しも一致

しないで所謂雁行性をなすとと L同じ理由に基くとして説明されるかも知れな

い。

b. ゼオイド及び火山帯等との関係

地殻の虞範圏比亙り一定の歪力が働いてゐるとその力の方向と之に直角な方

向とでは何か地殻構造上に差遣を?生宇べし上に得られた起震歪力の方向と他

の地球物理撃的現象との間ι何等かの関係が見出されはしないかと云ふことが

考へられる。ヨたにその第一の試みとしてゼオイド及び;火山帯の走向等と比較し

ゃう。

川畑博士の「本邦に於ける垂直線偏侍に関する研記によると本邦のゼオイ

ドの形に関して「東北地方より遠州灘附近へかけてゼオイドの最も高い地帯，

警へて言へば山の背に相賞するものが走ってゐるo'最も高いととろは甲府の近

傍で約 5mに遣する。一寸簡単に考ヘると此のゼオイドの背は北海道から九

州、l迄日本の中央山脈に沿ふものと考へられるが事震は必やじもさうでは無いら

しい。遠州灘沿岸より紀升¥，四図方面にかけて観測が不足するので確賞なこと

は断言出来ぬが.此のゼオバドの脊は遠州灘附近の沿岸でー臆海の方へ出て仕

舞ふらし〈息、はれるO 或は伊豆七島より小笠原方面へ走るものかも知れ左い0

'''J叉北海道に就ては「ゼオイドの最も高い地帯は略北海道の中央を横切っ

て北上しー底海へ出て，然る後東に事事向し千島列島に沿ふて走るものと思はれ

るJと述べられてゐる。第 11固に同氏によるゼオイドの高い地帯の走向を模

く1) 川畑 r本邦に於ける垂直線偏侍に闘する研究J気象集誌，策 2韓 15.439--476. 

川畑;“ A Study onもheDe宜ectionsofもheVerもicaliJ:!J apan."中央気象墓

欧文報告.7. (1939). 33-92. 
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l国的広示したもの:を記入し七るる。北海道から東北地方を経て遠州灘附近に延

びるもの及び九州、lを略主南北に走るもの L何れに於ても (1)ゼオイドの高い地

帯の位置は精深護地震帯の位置に近くJ且つ (2)地殻内部に於ける主堅力水平

成分の方向に直角になってゐる。第2.のゼオ?イドの高い地帯の走向が地殻内部

の起震歪力主星雲力の方向に直角に向いてゐる亡とは非常に注目すべき事柄であ

る。地殻内部の虞範園に亙つで或る一定の方向に大規模な歪力が働いてゐると

すると地殻構造の走向が歪力の方向に直角に向くべき事は容易に考へられる所

Iである。

前に筆者の一人は明治以後 (1867年後)に活動したことのある火山の地帯が

大鐘柏深護地震の起る地帯に一致してゐるととを指摘し，和蓬博士も同様友調

査を行はれた。今同は有史以来活動した記録のある本邦の火山を理科年表(昭

和 15年〉により調べると第 11固に示す様叫千島‘北海道の南部・東北地方

を経て伊豆諸島に透るものと九州、lから琉球列島に蓮るものとがある。詳細に見

ると多少の位置の相違はあるが全鵠としての走向はゼオイドの高い地帯の走向

と非常によく一致LてゐるO 従ってゼオイドの形、と歪力との関係に就て述べた

事はその偉近世に於て活動した火山帯に就ても全く同様に成立つととが判る。

火山帯の位置と柏深護地震帯の位置とが大穂一致すると云ふととよりも，火山

帯の走向がゼ、オイドの高い地帯の走向と→致L.-，しかも地殻内部の歪力の方向

に直角であると云ふことが非常に重要左意味を持つもので‘あるO

極浅護地震の調査から推定される地殻上層に於ける墨力の方向は北海道南部

及び東北地方ではゼオイドの走向とは飴り密接な関係は見られ友いが，本州、l中

央部及ぴ九州南部ではゼ、オイドの走向及び火山帯に大韓直角に近く向き地殻内

部に於けるのと同様な傾向を示してl)るo

5.結 語

本調査によって得られた主な結果の概要を弐に記す。

(1)‘昭和2年から同 14年に至る 13年聞に本邦及び、その附近に起った主左

く1) 本多，前出.184頁のくの

くわ和達;前出 1$5頁のく1)

く215)



.地震で気象要覧に悪質著地震及び総額著地震として掲げられてゐるもの全部に就

て調査を行った。

ぐ2) 震源の深さが250粁以上のものを深護地震とし， 100粁以上 250粁未

:溺を粉深護地震， 100粁未満を浅護地震として夫々の地震の分布を調べた。

(3) 深護地震及び箱、深畿地震の護震機構を調査・して震源附近に働いて地震

を惹き起Lたと考へられる起震歪力の分布を調べた。地下 100粁乃至 400粁

或は 500粁程度の範圏の深慮に於て起震歪力の主墨力の方向は日本海北部でほ

北西一南東に向き，本州、!中夫部附近では大鰭西一束，八丈島南西沖では西南西

一東北東に向いてゐるO 九州、l南方で、は略ぇ西一束に近い。

(4) 浦堕附近から略主東北東にオホーツク海に延び、る深護地震帯と同じく

浦盤附近から東南東に本列、!中央部を横断して父島西方沖:に連る深護地震帯の，

地下 300粁乃至 400粁〆又は 500粁の深庭から，之等深護地震替によって境さ

れた地域の内側に向って水平と 300 乃至 400 の傾きをなす面内に地震が多く

起ってゐるO 而してとの面の上側は斜内側に押上らうとしその面の下側は斜外

側に下。らうとするやうえに極めて大規模な勢断歪力が働いて‘ゐるとも考へられ

る。

(5) 湾設地震のうちで特に震源の深さが極めて浅く且つ多少p被害を生じ

た程度以上の地震の護震機構を調査した結果，本邦内陸の中夫部の地殻上層に

は大鐘東西に近い水平屋力が働いてゐると考へられる。

(6) 本邦のゼオイドの高い地帯及び有史以来活動したととのある火山帯は

共に稿深護地震替と大穂一致し，地裁内部に於ける起震歪力の主墨力の方向に

直角にたってゐる。との事は本邦の地殻構造を論歩る上に於て極めて重要左手

‘懸りと在るものであるO

終に臨み常に御指導御鞭躍を賜る岡田墓長先生及び藤原先生に厚く御躍申上'

・げる O 叉本調査に営り熱心に御功力戴いた竹花峰夫氏及び内脇関郎氏に感謝の

意を表する弐第である'0

(昭和 15年 5月 中央気象墓にて〉
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